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(57)【要約】
本発明は食品、特に、飲食用に用意された食品を保存、
運搬および加熱するためのランチボックスに関する。こ
のランチボックスは使い易くなければならない。このラ
ンチボックスは、上皿（１）および下皿（２）を含み、
それらは長手側で互いに折り畳み可能に接続されており
、その際、長手側に対向してロックが備えられている。
下皿（２）には、周囲を取り囲み、Ｌ字形に曲がった縁
を有する皿が配置されており、その皿には、熱的絶縁お
よび加熱部材が割り当てられており、皿の周囲を取り囲
む縁領域には、パッキングを収容するための溝が形成さ
れている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上皿（１）および下皿（２）を含み、それらが長手側で互いに折り畳み可能に接続され
ており、当該長手側に対向してロックが備えられている、食品、特に、飲食用に用意され
た食品を保存、運搬および加熱するためのランチボックスにおいて、
　前記下皿（２）には、周囲を取り囲み、且つ、曲げられた縁領域を有する皿（１１）を
配置可能であり、当該下皿（２）には、熱的絶縁（１４）および電気的加熱部材（１５）
が割り当てられており、前記皿（１１）の周囲を取り囲む縁領域には、パッキング（１２
）を収容するための溝（２３）が形成されており、前記上皿（１）および／または前記下
皿（２）には、電源接続部（５）が備えられていることを特徴とするランチボックス。
【請求項２】
　前記上皿（１）には、圧力調整部材（７）が取り付けられていることを特徴とする請求
項１に記載のランチボックス。
【請求項３】
　前記熱的絶縁（１４）および加熱部材（１５）は、少なくとも前記皿（１１）の底に拡
がっており、好ましくは、当該皿（１１）の側壁の少なくとも一部を取り囲んでいること
を特徴とする請求項１または２に記載のランチボックス。
【請求項４】
　前記上皿にも、熱的絶縁（１４）および電気的加熱部材（１５）備えられていることを
特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載のランチボックス。
【請求項５】
　前記皿（１１）の周囲を取り囲んでいる前記縁は、前記上皿（１）と前記下皿（２）と
の間の分離平面（２２）の領域にあることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に
記載のランチボックス。
【請求項６】
　前記上皿（１）および前記下皿（２）は、前記分離平面（２２）において平坦であり、
互いに重なり合っていることを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載のランチ
ボックス。
【請求項７】
　前記上皿（１）および前記下皿（２）の周囲を取り囲んでいる縁領域（８）は、形状に
対応しており、パッキング機能を実現するように形成されていることを特徴とする請求項
１から６のいずれか１項に記載のランチボックス。
【請求項８】
　前記皿（１１）は、Ｌ形に曲がっている縁領域を有することを特徴とする請求項１から
７のいずれか１項に記載のランチボックス。
【請求項９】
　前記皿１１および前記下皿２は、それらの形成および造形に関して、互いに調整されて
いるか、あるいは互いに調和されていることを特徴とする請求項１から８のいずれか１項
に記載のランチボックス。
【請求項１０】
　前記電気的加熱部材（１５）は、加熱フィルムを含むことを特徴とする請求項１から９
のいずれか１項に記載のランチボックス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は食品、特に、飲食用に用意された食品を保存、運搬および加熱するためのラン
チボックスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　外出中または職場で食べる食品を収容し、運搬するためのランチボックスが、何十年も
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前から使用されている。折り畳み式または取付け可能な蓋を有しており、主食用として大
きな下部を有しているか、または、パン等用として、重なり合った、ほぼ同じ大きさの上
部と下部とを含む、２つの部分からなる金属製または合成樹脂製の箱が知られている。
【０００３】
　小売業においては、通常は１または２つの部分からなり、通常は発泡材からなる使い捨
て容器が、果物、野菜またはインスタント食品を、飲食用として用意された一人前用とし
て提供するために使用されている。
【０００４】
　ＤＥ　２０２０１３０１０９９７　Ｕ１では、上皿を開けたときに、物が転がり落ちな
いように形成された、折り畳み式容器が知られている。この折り畳み式容器は、上皿と下
皿とから構成され、それらは長手側で互いに折り畳み可能に結合されている。長手側に対
向して、係止ロックが備えられている。上皿には上内部蓋が、下皿には、下内部蓋が取付
けられているので、互いから完全に、そして互いから独立して両者の内容量に蓋をするこ
とができる。内部蓋の折り目に対向する側には、蓋のロックが、係止端の形で、それぞれ
上皿および下皿に備えられている。
【０００５】
　食品を収容するための、合成樹脂製の他のランチボックスが、ＤＥ　１０１５７４９４
　Ｂ４に開示されている。このランチボックスは、側壁、底部および成形された蓋から構
成されている。容器の下面には、追加蓋で閉めることの可能な追加空間が配置されている
。蓋および追加蓋は、フィルムヒンジを介して容器に結合されている。
【０００６】
　ＥＰ　０４１２１５９　Ｂ１によれば、食品を収容するための蓋付きの他の容器は、発
熱性の加熱部材を含んでいる。この容器は、被加熱材料用としての上内部容器と、その下
に存在し水および発熱材を含有する下内部容器とを含み、その際、この下内部容器には、
蓋が備えられている。この容器はさらに、発熱材を水と接触させるために、外部から操作
可能な装置を含んでいる。下内部容器の蓋は、蒸気を通過させるが、発熱材を通過させな
い。
【０００７】
　水および発熱材は袋に分けて入れられており、それらを別々に破って開けることができ
る。
【０００８】
　このような解決策は費用がかかり、固定した作動のみに適している。
【発明の概要】
【０００９】
　持ち運び可能であり、加熱可能なランチボックスが同様に知られている。このランチボ
ックスは、上皿および下皿を含んでおり、それらは長手側で互いに折り畳み可能に結合さ
れており、長手側に対向して、ロックが備えられている。下皿には、被せることの可能な
蓋によって蓋をすることのできる内部容器を嵌め込むことができる。上皿には、食器セッ
ト用に凹みが形成されている。下皿には、加熱部材用の電源接続部が、下皿の発泡材から
なる絶縁層に備えられている。内部容器に入っている食品の加熱可能性は制限されており
、あるいは加熱には時間がかかる。
【００１０】
　従って、本発明の課題は、従来技術の欠点を克服し、使い易いランチボックスを提供す
ることである。
【００１１】
　本発明によれば、上記課題は、請求項１の特徴を有するランチボックスによって解決さ
れる。
【００１２】
　本発明の好ましい形態は、従属請求項に開示されている。
【００１３】
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　本発明に係るランチボックスは、食品、特に、飲食用に用意された食品を保存、運搬お
よび加熱するために適している。このランチボックスは、融通の利く使用が可能である。
　本発明を、以下の実施例において、図面に基づいて詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明に係るランチボックスを示す。
【図２】図１のランチボックスの他の描写である。
【図３】図１のランチボックスを開けた状態である。
【図４】図１のランチボックスの断面である。
【図５】図４のランチボックスを開けた状態である。
【図６】図４のランチボックスの詳細である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明に係るランチボックス３０（図１、２）は、上皿１および下皿２を含み、それぞ
れ合成樹脂および／または金属、例えばポリプロピレン（ＰＰ）からなり、その際、上皿
１は、蓋として機能し、上皿１は、基本的には下皿２よりも平坦である。上皿１および下
皿２は、長手側において、成形されたフィルムヒンジ３によって互いに折り畳み可能に結
合されており、その際、フィルムヒンジ３の代わりに、上皿および下皿に固定される回転
継手ヒンジ等も可能である。
【００１６】
　上皿１は、回転継手ヒンジによって、フィルムヒンジに対してパタンと開くことができ
、フィルムヒンジよりも簡単に交換することができる。
【００１７】
　フィルムヒンジ３に対向する長手側には、係止ロック４（またはスナップロック）が備
えられている。
【００１８】
　上皿１および下皿２は、分離平面において平坦であり、上皿１の突出部２１によって、
重なり合っている。
【００１９】
　下皿２の高さは、例えば、上皿１の高さの数倍、少なくとも１．５倍である。
【００２０】
　下皿２の長壁には電源接続部５が備えられており、その際、それは、通常のプラグの形
として形成されていてもよく、ＵＳＢプラグの形として形成されていてもよい。その代わ
りとして、またはそれに加えて、そのような電源接続部５は、上皿１に備えられていても
よい。
【００２１】
　下皿２の長壁には、さらに、状況表示器（ヒーター）としてのＬＥＤ６と、スタートボ
タンとが配置されている。上皿１には、詳細には説明しない圧力調整部材７が取付けられ
ている。
【００２２】
　上皿１および下皿２の周りを取り囲んでいる縁領域８（図３）は、形状に対応して形成
されることによって、パッキングとして機能するか、あるいはパッキング部材９を収容す
ることができる。このパッキング部材は、下皿２の縁近くの溝１０に挿着されている。
【００２３】
　さらに、被加熱食材を収容するための皿１１は、ランチボックスの一部品である。
【００２４】
　皿１１は、例えば、厚さ０．５ｍｍのアルミニウム材料から形成されており、下皿２に
配置されている。皿１１は、周囲を取り囲むように成形され、且つ、Ｌ字形に曲げられた
縁領域を有している。
【００２５】
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　皿１１は、縁領域のより小さな辺２４によって、下皿２の溝１０に引っ掛けられている
。皿１１の周りを取り囲んでいる縁領域の、より長い水平の辺には、同様に溝２３が形成
されており、その中に、パッキング１２、例えば、Ｏリングが挿着されている。上皿１を
閉じる際には、二重ブリッジ１３をパッキング１２に対して軽く押し付け（図４）、それ
と皿１１の縁領域とを固定することによって、分離平面２２におけるランチボックス３０
の密閉が生じる。
【００２６】
　さらに、下皿２における係止突出部１６、１８および／またはクリック接続部によって
、皿１１の位置を固定することができる。このために、下皿は、壁近くに、互いから離れ
た柱１９を少なくとも２つ有しており、それらは上端に係止突出部１８を備えている（図
４、５）。
【００２７】
　柱１９の上に係止突出部を有する係止部材を被せてもよいが、その場合、本実施形態で
は、柱１９は係止突出部１８なしに形成される。
【００２８】
　係止部材の係止突出部１８を、皿１１に成形された係止突出部１６に対して押し付ける
ことで、皿１１の位置は固定されている。
【００２９】
　掃除または他の目的のために、皿１１を下皿２から容易に取り出すことができる。
【００３０】
　上記の固定方法に代えて、接着接続等による皿１１の配置も可能である。その際、パッ
キング部材９はなくてもよい。
【００３１】
　皿１１および下皿２は、それらの形成および造形に関して、例えば係止突出部１６およ
び皿１１の形に対応した対応部材によって互いに調整されているか、あるいは互いに調和
されている。これにより、細部まで異なるようにして形成された皿１１を使用することが
できる、あるいは、それを下皿２に嵌め込むことができる。
【００３２】
　使用される皿形を予め決定するために、下皿２の底部領域において、例えば、隆起部２
５、係止部材、またはガイドレールを備えてもよい。隆起部２５に対して正確に適合する
形によって、皿１１の位置は維持され、逆向きに嵌め込まれることはない（安全機構）。
隆起部２５は、皿１１が常に正しく嵌め込まれることを保証するために、皿１１の容易な
交換にも同時に寄与している。
【００３３】
　他の安全部材として、スパン状態にある位置付係止部２０、位置付ゴア、または類似の
ものを下皿２の縁領域に取り付けてもよく、それらは、皿１１の位置を維持する。それら
は、場合によっては、下皿２の側面領域にも他のガイドレールを備えることを可能とする
。
【００３４】
　下皿の内壁と皿１１との間には、例えば、ＰＵＲインテグラル発泡材からなる熱的絶縁
１４が備えられており、その際、それと皿１１との間には、さらに、加熱フィルムを有す
る加熱部材１５が取り付けられている。しかしながら、熱的絶縁１４は、Ｋｅｒａｇｕｓ
ｓ　Ｓモールド部品、エアロゲルモールド部品、またはＥＰＳモールド部品から形成され
ていてもよい。
【００３５】
　絶縁１４および加熱フィルム１５は皿１１の底領域を覆っていてもよいが（図５）、さ
らに皿１１の側壁は、少なくとも係止突出部１６までを囲むか、包囲することが好ましい
（図４）。
【００３６】
　さらに、上皿１の内側には、そのような絶縁１４および加熱部材１５が備え付けられて
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いてもよい。
【００３７】
　図示しないケーブル接続によって、電源接続部５と制御電子機器１７との接続、および
加熱部材１５への接続が生じる。
【００３８】
　制御電子機器１７は平坦な基板上に配置されており、下皿２の内壁に場所を取らないよ
うにして差し込まれている（図５）。制御電子機器１７は、電子制御器、安全切替部、負
荷スイッチ、および電源アダプタを含んでいる。前記電子制御器は、少なくとも温度セン
サ、加熱スイッチ、開始停止スイッチ、およびＬＥＤ６用の開口を含んでいなければなら
ない。
【００３９】
　電子制御器は、様々な加熱モード、例えば、上方加熱および／または下方加熱を許容し
てもよい。
【００４０】
　加熱部材１５は、それ自体が周知の方法によって金属製の加熱フィルムから成り立って
おり、その金属製の加熱フィルムは、電気的絶縁のために２つのシリコン層の間に埋め込
まれている。しかしながら、例えば、カプトン加熱フィルム、ポリエステル加熱フィルム
、または接触加熱部材を使用してもよい。電力供給は、通常の許容差を含めると、５Ｖか
ら２４０Ｖまでを含んでもよい。例えば、ＤＣ５Ｖまたは１２Ｖの場合には、特別な安全
措置を取る必要がない。したがって、ＤＣ２３０Ｖで実施する場合には、皿１１をアース
するか、上述した二重電気絶縁を取り付ける必要がある。
【００４１】
　接続バリエーションを選定する際には、許容電流、温度、および洗剤に対する耐性に注
意しなければならない。
【００４２】
　電気的接続部は耐水性である。
【００４３】
　必要な場合には、約１４０°Ｃまで食品を加熱できるように、加熱フィルム１５の加熱
出力は、少なくとも２０～１５０Ｗでなければならない。食品によっては、より小さい、
またはより大きな加熱出力が許容されることもあり、その際、その値は、加熱部材が下皿
２の中のみに備えられているか、または、上皿１にも備えられているかによって左右され
る。上皿１に加熱部材を配置する場合、加熱出力は、通常は、下皿２に加熱部材を配置す
る場合と比べて小さい。
【００４４】
　食品を加熱するために、ランチボックスを電源に接続し、スタートボタン、すなわちＬ
ＥＤ６を押す。ＬＥＤ６は、制御電子機器１７で予め設定された時間の間、光ることによ
って加熱過程を合図する。加熱時間が終了後、制御電子機器は加熱フィルムのスイッチを
切断し、ＬＥＤ６の光は消える。他の運転モードをプログラム化してもよい。
【符号の説明】
【００４５】
　　１　上皿
　　２　下皿
　　３　フィルムヒンジ
　　４　係止ロック
　　５　電源接続部
　　６　ＬＥＤ
　　７　圧力調整部材
　　８　縁領域
　　９　パッキング部材
　　１０　溝
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　　１１　皿
　　１２　パッキング
　　１３　二重ブリッジ
　　１４　絶縁
　　１５　加熱部材
　　１６　係止突出部
　　１７　制御電子機器
　　１８　係止突出部
　　１９　柱
　　２０　位置付係止部
　　２１　突出部
　　２２　分離平面
　　２３　溝
　　２４　辺
　　２５　隆起部
　　３０　ランチボックス

【図１】 【図２】

【図３】
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